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精神障害にも対応した地域包括ケアシステム構築支援事業
自治体情報シート

高知県

高知県では・・・

アウトリーチ推進事業をきっかけに、保健・医療・福祉関係者の顔の見える
関係を構築し、精神障害者を地域全体で支える体制作りに取り組みます。

高知県における精神障害にも対応した地域
包括ケアシステムの構築に向けた取組み
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１ 自治体の基礎情報

基本情報（自治体情報）取組内容

高知県

取組内容

１．アウトリーチ推進事業の実施

２．障害者ピアサポート研修及び派遣体制整備事業の実施

３．地域移行・地域定着支援関係者研修の実施

／

／

障害保健福祉圏域数（R５年５月時点） 5 か所

市町村数（R５年５月時点） 34 市町村

人口（R５年５月時点） 669,287 人

精神科病院の数（R４年６月時点） 24 病院

精神科病床数（R４年６月時点） 3,391 床

入院精神障害者数 合計 2,876 人

（R４年６月時点） 569 人

19.8 ％

３か月以上１年未満 468 人

（％：構成割合） 16.3 ％

1,839 人

63.9 ％

うち６５歳未満 765 人

うち６５歳以上 1,074 人

入院後３か月時点 63.8 ％

入院後６か月時点 80.3 ％

入院後１年時点 87.0 ％

相談支援事業所数 基幹相談支援センター数 6 か所

（R5年5月時点） 一般相談支援事業所数 19 か所

特定相談支援事業所数 96 か所

保健所数（R５年５月時点） 6 か所

（自立支援）協議会の開催頻度 1 回／年

精神領域に関する議論を

行う部会の有無
有・無

都道府県 有・無 1 か所

障害保健福祉圏域 有・無 1 5 か所／障害圏域数

市町村 有・無 25 34 か所／市町村数

３か月未満（％：構成割合）

１年以上（％：構成割合）

退院率（Ｈ30年時点）

（自立支援）協議会の開催頻度（R４年度）

精神障害にも対応した地域包括ケアシステム

の構築に向けた保健・医療・福祉関係者によ

る協議の場の設置状況（R５年３月時点）
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2 精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に向けた取組概要（全体）

//・高知県では、精神障害の程度にかかわらず、誰もが住み慣れた地域で安心して自分らしく暮

らすことができるよう、保健・医療・福祉関係者と連携した体制の構築を促進するため、令和５年
度は次の３つの事業に取り組みます。

１．アウトリーチ推進事業

精神障害者が住み慣れた街で暮らし続けられるよう、地域生活を支援する体制を整備。また、
アウトリーチ推進事業をきっかけに保健・医療・福祉関係者の顔の見える関係を構築し、精神障
害者を地域全体で支える体制作りを行う。

２．ピアサポーター養成研修及び派遣体制整備事業

ピアサポーターを養成し、当事者の目線に立った支援が行われる等、精神障害者の地域移行・
地域生活における支援体制を充実させる。

３．地域移行・地域定着支援関係者研修事業
精神障害者の特性に応じた支援が提供できる従事者を養成する。

高知県
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３ 精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に向けた取組の経緯

/○Ｈ１６～Ｈ２３
精神障害者退院促進支援事業（精神障害者地域移行支援特別対策事業の実施）

○Ｈ２３～Ｈ２５
精神障害者アウトリーチ推進事業（精神科病院１カ所、地域活動支援センター１カ所）

○Ｈ２４
地域移行・地域定着支援研修会の実施

○Ｈ２６～
地域移行・地域生活支援事業（ピアサポーターの養成）

○Ｈ２７～
圏域での広報・啓発活動

○Ｒ１～
地域移行・地域定着支援関係者研修事業

○Ｒ３～
精神障害者アウトリーチ推進事業（高幡圏域）
障害者ピアサポート研修事業の実施

○Ｒ４～
精神障害者アウトリーチ推進事業の拡大（幡多圏域）

○Ｒ５～
精神障害者アウトリーチ推進事業の拡大予定（中央西圏域）
ピアサポーター派遣体制整備事業

高知県
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＜令和４年度までの成果・効果＞

課題解決の達成度を測る指標 目標値
（R４年度当初）

実績値
（R４年度末）

具体的な成果・効果

①アウトリーチ推進事業（高幡・幡多圏域） ５人（アウトリーチ
支援人数）

18人（高幡）
22人（幡多）

【高幡圏域】

アウトリーチ推進事業を実施したことで、医療機関と
市町、保健所の相互理解が進み、以前よりも早い段
階で医療機関に相談ができるようになった。
【幡多圏域】

アウトリーチ推進事業により、医療機関と、市町村、
保健所が連携しやすい体制を築くことができた。

②障害者ピアサポート研修事業の実施 １回（基礎・専門） １回（基礎・専門）
33名

障害者ピアサポート研修事業実施要綱に沿った研修
会を開催。33名の参加があった。次年度のピアサ

ポーター派遣体制整備事業へのつなぎを作ることが
でき、ピアサポート体制の構築をさらに推進すること
ができた。

③地域移行・地域定着支援関係者研修 １回 １回 39名
（37事業所）

精神障害者の特性に応じた支援が提供できる従事
者を養成することを目的に研修会を実施。37の事業
所から39名の参加があった。

４ 精神障害にも対応した地域包括ケアシステム構築に資する取組の成果・効果

高知県
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５ 精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に向けた現時点における強みと課題

【特徴（強み）】
精神障害者を地域で支える取り組みを実施している市町村がある。

課題 課題解決に向けた取組方針 課題・方針に対する役割（取組）

精神障害にも対応した地域包
括ケアシステム構築のための
関係機関の役割が不明確で
あり、整理できていない。

地域の実情に合わせた支援体制作りを、地
域の保健・医療・福祉関係者と検討していく
場（協議の場）を作る。

行政
地域の実情に合わせて医療・保健・福祉でにも
包括を考えるきっかけ作り

医療 協議の場への参加（事例提供等）

福祉 協議の場への参加（事例提供等）

その他関係機関・住民等 協議の場への参加（事例提供等）

課題解決の達成度を測る指標 現状値
（今年度当初）

目標値
（令和5年度末）

見込んでいる成果・効果

①圏域での「にも包括」の研修会の実施 ３ 全５圏域 地域の実情に合わせて医療・保健・福祉でにも包括を
考えるきっかけ作り。

②圏域単位で「協議の場」の設置又は相当
する会議等の決定

１ ３圏域 様々な関係者が圏域の課題等を協議し、よりよい地
域づくり向けて協議することができる。

※指標設定が困難な場合は、代替指標や定性的な文言でも構いません。

高知県
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高知県

７ 精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築のための協議の場の実施状況

【その他事項】 ※協議の場運営における課題や悩んでいる点、アドバイザーに相談したい事項など、自由に記載ください
【高幡圏域】

・令和５年度より既存の関係者による広域での協議の場としての取組を「高幡こころだん暖ネット」として整理。今後この取組をどの
ように地域に定着させるか、母子や高齢等の分野とも連携していく体制づくりにはどのような取組が必要か。

【幡多圏域】

令和４年度からアウトリーチ事業は開始しているが、協議の場の設置までいたっていない。今後の展開方法についてアドバイスをい
ただきたい。

名称 協議の場の構成員 開催
頻度

実施内容 特記事項等（課
題・強み等）

高幡こころだん
暖ネット

・管内市町障害保健福祉
担当者
・相談支援専門員
・包括支援センター職員

・精神科病院（アウトリーチ
チーム）
・保健所
・精神保健福祉センター
・障害保健支援課

年６回

【強み】

・精神科医療機関が参加
している

・取組の方針について参
加者と共有できた
【課題】
・取組の定着

・母子や高齢分野との連
携
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６
精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に向けた
今年度の取組スケジュール

時期（月） 実施する項目 実施する内容

通年

Ｒ5年4月～

Ｒ5年6・9月

Ｒ5年6月

Ｒ5年7月

Ｒ５年２月

圏域ごとの協議の場の設置

アウトリーチ推進事業の実施
（高幡・幡多圏域）

障害者ピアサポート研修事業の
実施

ピアサポーター派遣体制整備事
業

アウトリーチ推進事業の実施
（中央西圏域）

地域移行・地域定着支援関係
者研修

協議の場の設置に向けた関係機関への働き掛け

高幡圏域、幡多圏域において、多職種（精神科医師、看護師、精神保
健福祉士、作業療法士等）による訪問支援により、医療・保健・福祉
サービスを包括的に提供し、入院という形にとらわれずに住み慣れた地
域で暮らし続けられる事を目的にアウトリーチ推進事業を実施。地域の
医療・保健・福祉で「にも包括」を考えるきっかけを作る。

精神障害者ピアサポーター養成のための研修会の実施。
ピアサポーターの活動の場の体制作りを検討

ピアサポーター養成研修を受講した者で派遣事業での活動を希望する
者に、市町村や医療機関等からの要請に応じて、活動し、精神障害者
の地域移行・地域定着支援を進める。

同上

精神障害者の特性に応じた支援が提供できる従事者を養成する

高知県
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